
 

1 

 

一
ノ
六
、
阿
娑
縛
抄
卷
二
百
二
、
名
所
事 

 

出
典 
大
日
本
仏
教
全
書
四
十
一 

 

解
説 

同
じ
く
阿
娑
縛
抄
の
名
所
事
の
項
に
一
代
峯
（
笠
置
山
）
の
こ
と
を
記
す
。
内
容
は
字
句
に
至
る
ま

で
殆
ど
一
代
峯
縁
起
（
資
料
一
ノ
一
に
あ
り
）
と
同
じ
で
あ
る
。 

 

原
文 

一
代
峯
者
天
武
天
皇
御
宇 

大
和
国
東
北
ノ

楞
東
高
山
。
名
テ

曰
二

一
代
峯
一

。
在
二

三
部
峯
一

。
金
剛
間
峯
果
曼
荼
羅
。
金
峯
山
大
聖
威
徳

天
。 

蘇
悉
地
峯
。
一
代
峯
笠
置
石
屋
。
補
処
ノ

弥
勒
慈
尊
。
胎
藏
界
ノ

峯
。
因
曼
荼
羅
。
三
部
峯
如
レ

此
。
伇
ノ

優

婆
塞
。
自
鳳
十
二
年
夏
四
月
廿
二
日
。
始
テ

攀
二

登
此
峯
一

。
修
行
生
中
ノ

之
間
第
七
度
。
此
ノ

峯
有
二

仙
宮
六

所
一

。
因
レ

茲
上
宮
太
子
如
法
経
五
部
書
写
安
置
シ

。
造
二

七
重
ノ

馬
脳
石
塔
一

籠
二

其
内
一

給
。
受
伇
ノ

行
者
至

二

随
喜
意
一

発
二

信
心
一

。
於
二

笠
置
石
屋
一

両
部
如
法
経
書
安
二

置
石
中
一

給
。
天
人
聖
衆
下
所
レ

奉
二

供
養
一

也
。
其
供
養
于
レ

今
不
レ

絶
。
彼
ノ

金
峯
山
ハ

是
レ

兜
卒
天
ノ

内
院
。
一
代
笠
置
ノ

峯
ハ

兜
卒
天
ノ

外
院
也
。
其
後

來
去
経
テ

二

二
百
餘
歳
一

。
道
賢
修
二

行
存
此
峯
一

。
第
九
度
ナ
リ

。
延
喜
八
年
八
月
十
二
日
。
笠
置
ノ

石
屋
攀
登
。

五
七
日
籠
。
其
ノ

間
三
部
ノ

秘
法
十
二
時
勤
修
シ

。
得
二

天
人
供
養
一

天
人
告
言
。
此
山
下
ニ

有
池
。
縦
広
四
十

里
。
池
内
二

満
二

七
宝
一

。
其
池
上
東
ニ

石
像
慈
尊
経
二

四
百
歳
一

。
若
シ

出
二

此
池
一

。
至
心
如
法
修
行
レ
ハ

者
。

必
往
二

生
極
樂
世
界
一

。
現
生
随
二

所
願
一

與
二

財
宝
一

。
虚
空
藏
ノ

石
室
龍
穴
中
入
少
一
里
許
。
有
二

石
門
一

。

開
見
ニ

在
二

大
日
宝
殿
一

。
且
ク

思
惟
ノ

間
。
持
レ

呪
満
二

三
洛
叉
一

。
泛
レ

宮
殿
内
二
人
ノ

鬼
神
出
來
。
問
テ

云
。

汝
何
者
ソ

哉
。
答
曰
。
日
本
国
椿
木
寺
ノ

住
沙
門
道
賢
也
。
返
問
云
。
君
ハ

誰
人
ソ

。
答
我
ハ

二
天
二
童
子
也
。

又
問
云
。
此
土
何
所
ソ

哉
。
二
天
答
曰
。
是
兜
卒
天
ノ

外
院
也
。
因
レ

茲
奉
レ

顯
二

慈
尊
御
正
体
一
云
々

。
又
此
峯

有
二

仙
宮
一

。
内
有
下

読
二

誦
両
部
大
乗
一

僧
上

。
坐
ス

。
僧
云
。
我
身
雖
レ

有
二

他
国
一

。
常
有
二

三
部
峯
一

。
云
々
。

件
僧
者
。
昔
伇
行
者
也
。
行
者
與
二

日
蔵
一

両
人
誓
云
。
我
等
住
二

此
峯
一

。
守
二

護
末
代
行
者
一
云
々

。
当
山
ハ

是
レ

非
二

此
土
地
一

。
但
耆
闍
崛
山
ノ

戌
亥
ノ

角
闕
來
二

此
土
一

也
。
高
声
童
子
常
ニ

來
二

此
土
一

也
云
々

。 

 

読
み
下
し
文 

一
代
峯
は
。
天
武
天
皇
の
御
宇 

大
和
国
、
東
北
の
楞
東
に
高
山
あ
り
。
名
づ
け
て
を
一
代
峯
と
曰
ふ
。
三
部
の
峯
在
り
。
金
剛
間
（
界
？
）

峯
、
果
曼
茶
羅
、
金
峯
山
大
聖
威
徳
天
な
り
。 

 

蘇
悉
地
峯
、
一
代
峯
笠
置
の
石
屋
は
補
処
の
弥
勒
慈
尊
。
胎
蔵
界
の
峯
、
因
曼
茶
羅
な
り
。
三
部
の
峯

此
の
如
し
。 

 

伇
の
優
婆
塞
は
、
白
鳳
十
二
年
の
夏
四
月
廿
二
日
、
始
め
て
此
の
峯
に
攀
登
し
修
行
す
。
生
中
の
間
第

七
度
（
伇
の
行
者
は
七
度
生
を
変
え
て
い
る
と
い
わ
れ
る
）
な
り
。 
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こ
の
峯
に
仙
宮
六
所
あ
り
。
茲
に
因
り
、
上
宮
太
子
、
如
法
経
五
部
を
書
写
、
安
置
し
、
七
重
の
馬
悩
（
宝

石
の
一
種
）
の
石
塔
を
造
り
て
そ
の
内
に
籠
め
給
ふ
。
受
け
て
伇
行
者
、
随
喜
の
意
を
至
し
て
信
心
を
発
し
、

笠
置
石
屋
に
於
い
て
両
部
の
如
法
経
を
書
き
、
石
中
に
安
置
し
給
ふ
。
天
人
聖
衆
下
り
て
供
養
し
奉
る
所

な
り
。
そ
の
供
養
今
に
絶
え
ず
。 

 

か
の
金
峯
山
は
こ
れ
兜
卒
天
の
内
院
に
し
て
、
一
代
笠
置
の
峯
は
兜
卒
天
の
外
院
な
り
。
そ
の
後
来
た

り
去
る
こ
と
、
二
百
余
歳
を
経
て
、
道
賢
、
此
の
峯
に
修
行
す
る
こ
と
、
第
九
度
な
り
。 

 

延
喜
八
年
八
月
十
二
日
、
笠
置
の
石
屋
に
攀
登
し
五
七
日
籠
る
。
そ
の
間
三
部
の
秘
法
を
十
二
時
（
一
昼

夜
）
勤
修
し
、
天
人
供
養
を
得
る
。 

 

天
人
、
告
げ
て
言
は
く
、 

「
こ
の
山
下
に
池
あ
り
。
縦
広
四
十
里
に
し
て
、
池
の
内
に
七
宝
満
ち
、
其
の
池
上
東
に
石
像
の
慈
尊
あ

り
、
四
百
余
歳
を
経
る
。
若
し
こ
の
地
に
出
で
て
至
心
に
如
法
を
修
行
せ
ば
、
必
ず
極
楽
世
界
に
往
生
す
。

現
生
は
所
願
に
随
ひ
て
財
宝
を
与
へ
ん
」
と
。 

 

虚
空
蔵
の
石
室
、
龍
穴
の
中
に
入
る
こ
と
少
一
里
許
り
、
石
門
有
り
。
開
き
て
見
る
に
大
日
宝
殿
在
り
。

且
つ
思
惟
す
る
間
、
持
咒
三
洛
叉
（
三
十
万
遍
）
を
満
た
す
。
宮
殿
の
内
よ
り
二
人
の
鬼
神
出
で
来
た
る
。

問
ひ
て
云
う
、「
汝
は
何
者
な
る
や
」
と
。 

答
へ
て
曰
は
く
、「
日
本
国
椿
木
寺
に
住
む
沙
門
道
賢
也
」
と
。 

返
り
て
問
ひ
て
曰
は
く
、「
君
は
誰
れ
人
な
る
や
」
と
。 

 

答
へ
に
、「
我
は
二
天
二
童
子
（
童
形
を
現
じ
て
仏
法
を
守
護
す
る
神
）
也
」
と
。 

又
問
ひ
て
云
は
く
、「
こ
の
土
は
何
れ
の
所
な
る
や
」
と
。 

二
天
答
へ
て
云
は
く
、「
是
れ
兜
卒
天
の
外
院
也
。
茲
れ
に
因
り
慈
尊
の
御
正
体
を
顕
は
し
奉
る
」
と
云
々
。 

又
此
の
峯
に
仙
宮
あ
り
。
内
に
両
部
の
大
乗
を
読
誦
す
る
僧
有
り
て
坐
す
。 

 

僧
云
は
く
、「
我
が
身
他
国
に
あ
り
と
雖
も
、
常
に
三
部
の
峯
に
あ
り
」
と
云
々
。 

 

件
の
僧
は
昔
の
役
行
者
也
。
行
者
、
日
蔵
と
両
人
、
誓
い
て
云
う 

「
我
等
、
こ
の
峯
に
住
み
て
末
代
の
行
者
を
守
護
せ
ん
」
と
云
々
。 

 

当
山
は
こ
れ
こ
の
土
地
に
非
ず
。
但
し
耆
闍
崛
山
（
イ
ン
ド
マ
ガ
ダ
国
の
首
都
、
王
舎
城
の
東
北
に
あ
る
山
、
釈

迦
説
法
の
聖
地
）
の
戌
亥
（
西
北
）
の
角
、
欠
け
て
、
此
の
土
に
来
た
る
也
。
高
声
童
子
、
常
に
此
の
土
に
来

た
る
也
と
云
々
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 


